
協定校留学近況報告書 

記 入 日 2014年 12月 10日 

留 学 先 大 学 ヴェネツィア大学 

留 学 先 で の 所 属 学 部 等 

特定の学部･研究科等に所属している（以下に学部等名を記入） 

※学部等名（日本語）：     ，（現地言語での名称）：      

特定の学部等に所属せず様々な学部等の授業を履修している。 

その他：      

留 学 期 間 2014年9月－2014年6月 

明 治 大 学 で の 所 属 国際日本学部国際日本学科     専攻 /      研究科     専攻 

学年（出発時本学での学年） 学部３年生／研究科 博士前期課程 博士後期課程     年生 

 

             



Ｉ. 出発前にどのように情報を集め、準備をしましたか。しておいて良かったこと，準備不足だったこと，ぜひ次の学

生に準備としてアドバイスしたいことを記述してください。 

      

Ⅱ-1．留学のための渡航前手続き（留学ビザ） ※詳細に記入して下さい 

ビザの種類：学生ビザ 申請先：日本 
ビザ取得所要日数：10 ヶ月 

（申請してから何日／週間要したか） 
ビザ取得費用：０円 

ビザ取得のためにどのような書類の提出が求められましたか？また，どのように手配しましたか？ 

パスポート、accomodation form, ヴェネツィア大学からの入学許可書、明治大学からの許可書、海外旅行保険契約書。 

一式揃えるのに時間がかかる。 

具体的な申し込み手順を教えて下さい。 

イタリア大使館に行って申請。一週間ほどでできあがるので取りに行く。 

ビザ取得の際に，留学先国大使館で面接のあった方は，どのような質問を受けましたか？ 

書類を確認して、イタリアに行く理由を聞かれただけでした。 

ビザ取得に関して困った点・注意点 

イタリアのビザ取得時、明治大学側からの許可書も必要なので、事前に事務室に連絡を取っておいて下さい。 

Ⅱ-2．留学のための渡航前手続き（その他の事前準備について） 

その他済ませておくべき準備があればお書き下さい（現地での現金調達準備，携帯電話購入，荷物運送など） 

現地に行ったら滞在許可書を申請する必要があります。イタリア側の学校の指示に従って下さい。また、携帯電話は現地で

購入する人が多いです。私も購入しました。初期費用が大体 120 ユーロぐらいで、毎月１０ユーロくらい払って更新していま

した。2015 年の４月あたりから、キャリーバックを引きながら歩くのが法律で禁止されるらしいので注意です（罰金がめちゃく

ちゃ高いです）。また、日本円は持ってこない方がいいと思います。tax が 20％かかるので、こちらで変えると損します。 
 

Ⅲ．現地到着後のながれ 

1.到着時の様子 

利用航空会社 Aeroflot  

航空券手配方法 
インターネット 

※利用した旅行社・旅行サイト，格安航空券情報等があれば記入して下さい。 

大学最寄空港名 Marco Polo 空港 現地到着時刻 22:00 

ｷｬﾝﾊﾟｽへの移動手段 

大学手配の

出迎え 

知人の 

出迎え 

公共交通機関 

 （ バス 電車）      

タクシー  その他                      

移動の所要時間 1 時間 

空港からｷｬﾝﾊﾟｽへの移動の際の注意点，タクシー・公共交通機関で移動する際の行き方，料金等 

歩きか水上バス。こちらに来たらまず、50 ユーロぐらいで Venice Card を購入します。そのカードを利用して定期を購入でき

ます。水上バスと隣町に行くバスの定期は月２５ユーロで購入できます。 

大学到着日 9 月 4 日 22 時頃 

2.住居について 

到着後すぐに住居 

入居できましたか？ 

はい 

いいえ 

いいえを選んだ方：     月     日から入居可能だった。 

住居のタイプ 寮       アパート        その他（     ） 

部屋の種類 一人部屋  二人部屋       その他（     ） 

ルームメイト 日本人学生 他国からの留学生 その他（     ） 



住居を探した方法 大学の斡旋 自分で探した    その他（     ） 

住居の申込み手順 学校から紹介してもらった寮に入りました。大学から来るメールに従って事前にデポジットを 350

ユーロ払いました。（今は個人的に見つけたアパートにイタリア人３人と住んでいます） 

住居は渡航前に，また渡航後すぐに見つかりましたか？トラブルはありましたか？ 

すぐみつかりました。 

3.留学先でのオリエンテーションについて 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝの有無 あった  なかった 

日程 9 月５日 

参加必須ですか？ 必須   任意参加 

参加費用は？ 無料   有料（金額：     ） 

内容と様子は？ これからどう cafoscari で生活していくか 

留学生用 

特別ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 

あった  なかった 

授業開始日 9月 15日から 

Ⅳ. その他、渡航してから必要な手続きについて 

1．現地で滞在許可等の申請の必要はありますか？いつ、どこで、方法は？日数、料金は？トラブルは？ 

あります。複雑なので現地の大学の指示に従ってください。 

2．その他現地でした手続きは？（健康診断、予防接種等）いつ、どこで、方法、日数、料金は？トラブルは？ 

なし 

3．現地で銀行口座を開設しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

作りませんでした。 

4．現地で携帯電話を購入しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

こっちにきて２週間くらいでしました。本体と初期費用込みで 120 ユーロぐらいです。その場でもらえてすぐ使えます。 

Ｖ. 履修科目と授業について 

1.履修登録はいつどのような形で行いましたか？ 

出発前に（7月     日頃） 

オンラインで登録 志願書類に記入して登録 できなかった その他（     ） 

到着後に（     月     日頃） 

オンラインで登録 国際オフィス等の仲介  できなかった その他（     ） 

登録時に留学生として優先されることは あった        なかった 

優先が「あった」方はどのように優先されましたか？ 

      

優先が「なかった」方はどのように登録しましたか？  

登録はしませんでした。 

出発前に授業を登録した方は，現地で変更・追加できましたか？また希望通りの授業が取れましたか？ 

      

 



 

Ⅵ. 一週間のスケジュール 授業時間、課外活動、勉強時間等、毎日の生活について記入してください。 

 月 火 水 木 金 土 日 

7:00 
起床 起床 

 

起床 起床 起床             

8:00 
大学       大学                         

9:00 
                                          

10:00 
                                          

11:00 
                                          

12:00 
      大学       大学 大学             

13:00 
図書館       図書館                         

14:00 
                                          

15:00 
      図書館       図書館 図書館             

16:00 
                                          

17:00 
                                          

18:00 
                                          

19:00 
                                          

20:00 
                                          

21:00 
                                          

22:00 
                                          

23:00 
                                          

24:00 
                                          

 

Ⅶ. 現在までの感想  

留学先大学、プログラムについて、授業、宿舎、生活全般についてなど、自由に書いてください。 

Ca'Foscari 大学はオリエンタルの言語で有名で、日本語を勉強している人が 400 人くらいいるそうです。なのですぐにイタリ

ア人の友達を作ることができます。イタリア語とイタリアの文化を学ぶには最適な環境です。こんな恵まれた環境はないので

はないかと思うぐらいです。逆に苦労する事といえば、みんなイタリア人が日本語を話せるので、つい日本語を使ってしまう状

況になりがちなことだと思います。また、私は英語をメインに勉強したかったのですが、ヨーロッパからくる留学生は英語を話

せて当たり前の基準にいるので、intermediate のレベルでみんなの会話についていくのは引け目を感じてしまいました。寮は

明治大学からの指定の寮に入りました。私の寮は San Toma というところにあるのですが、ヴェネチア本島から離れた

Giudecca というところにも寮があります。Giudecca の方が安いです。またイタリアの法律により、学生寮はガスコンロを使うこと

が許されていないため、キッチンには小さなオーブンとレンジしかありません。私は３ヶ月でシェアハウスに変えました。 

留学先大学を目指す学生に向けてのアドバイスをお願いします。 

ヴェネツィアはイタリアの他の地域と比べて特殊で国際的な都市です。毎日観光客で溢れかえっています。交通手段は歩

きか水上バスです。他の国、地域では体験できないことだらけです。今日ロンドンのナショナルギャラリーという美術館で 18

世紀のヴェネツィアの絵画を見たのですが、今現在のヴェネチアの風景とほぼかわらなかったです。それだけ歴史ある、そし

て歴史がそのまま残されている不思議な都市です。英語をメインに勉強したいというならばおすすめはしませんが、ヴェネツ

ィアでの生活体験は価値あるものになると思います。何かヴェネツィアでしたいことがあるならば、是非挑戦してみて下さい。 

 


